
いつもありがとうございます。 

W25 青果発注書をお送り致しました。 

御注文のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

尚、今週で終了した商品を末尾に御案内しています。 

 

・長崎県産 名水にら 特売 

今年は順調すぎるくらい順調に成育し、大量に収穫出来ています。 

思い切って、特売をする事になりました。 

生産者の森さんや、弊社が思い切ってと言っても、この時期は市場の方がそれよりはるかに

安い可能性があります。 

市場は、需給の関係で相場が決まっているだけで、品質とは無縁です。 

実は収量が多いという事は、品質も良い時期になりますので、余計厄介です。 

つまり、品質の良い時に安く売って、品質が良くない時に高く売るというような矛盾が市場流

通の特質で、 

この矛盾に消費者は付き合っている訳です。 

この状態が何十年も続いているので、私たちのような品質と価格をリンクさせる商いが成立す

るのですが、 

成立しているという事は、昔も今も、一定のお客様の支持を得ているという事になります。 



 そういう方たちに一時でもお安くと思っても、案外そういう方たちは野菜が安いという事にあ

まり魅力を感じておられない現実もあります。 

 でも、浮動票と言うのがあるように、価格が安ければ試してみたいと思っておられるお客様が

おられることも亦事実です。 

 そんな訳で、またお付き合い願えれば助かります。 

 

・兵庫県 たつの市 博農さんのフルーツ夢人参 

畑のロケーションは、こんな感じです。 

手前がコンクリートの堤防です。 

その向こうは瀬戸内海の砂浜です。 

畑の土も砂地です。 

この畑を見た瞬間、 

これは美味しい野菜が採れると思いました。 



久しぶりの新しい産地です。 

何故砂地の畑が美味しいかと言うと、 

肥料抜けが良いという事になります。 

つまり、無駄な肥料が抜けるので、 

 作物自体が頑張る必要があり、その頑張りが人参の力を蓄えさせています。 

その力が、βカロテン・αカロテン・βカロテン当量の数値に現れていると思います。 

エネルギーは環境そのものですので、畑の立地も大切という事になります。 

糖度もこの時期の収穫人参にしては非常に高い数値になりました。 

弊社の青果物は Nourishing Vegi を冠に付けて、 

ブランド化していますが、すべての方にとは申しませんが、 

私のこれまで培ってきた感覚だと地域の 3割方は、 

食べ物によって身体が出来ていることを御存じで、 

その身体の健康増進を図るためにはどのような青果物を食べれば良いかを、 

知る人たちです。 

また、同時にそれらを知る方たちは地域に於ける自分たちの役割も、 

知る人たちです。 

この 3割の人たちに来店をして頂く店づくりが、 

 今後のコスト高の波を乗り越えられないと考えています。 



可処分所得の高い人たちが、地域を支えるためにそのスーパーマーケットで買い物をして、そ

のスーパーマーケットに利益を生み出して、 

その得た利益を、スーパーマーケットが地域創世の事業なり、活動なりに、拠出するという構

造が 2021年なり 2022年以降の地域の健全な姿のような気がします。 

私たちは Covid-19 の感染防止を理由に、携帯電話で雁字搦めに監視を受け、分断さ

れ、とても窮屈な暮らしに押し込められる懸念を感じています。 

スーパーマーケットという場を通して、地域の方みなさんが交流し、支えあう関係を築くことで

難局を乗り越えていけると考えています。 

この産地が 7月末まで続き、8月に入れば北海道の産地に移動します。 

今年は美幌に加えて、訓子府の産地ともお付き合いをすることになっています。 

より一層、質の高い人参で産地リレーできるネットワークを構築したいと進めています。 

 

・宮崎県産 特別栽培 風土のごん太ズッキーニ 

やっぱり美味いよね。 

 私が週末過ごしている小豆島で、自家製の野菜畑がある。 

 私の我ままでっている畑なので、自分が食べたいように栽培している。 



 キュウリもナスも、スーパーマーケットで販売されている品物は、私が食べたいサイズではない。 

 正確に言うとサイズの問題ではなく、熟度の問題です。 

 カラスも当然やって来るのですが、キュウリを食べないのが不思議でした。 

 ごん太ではありませんが、高槻に戻っている間にキュウリは大きくなります。 

 そうすると、カラスも突っつきます。 

 カラスは、柿でもそうですが、熟さない間は決して食べようとしない。 

人間よりカラスの方が味が分かるという事になり残念ですが、 

キュウリはハッキリ言って収獲時を間違っています。 

 もっと、種が気になるくらいに大きく、つまり成熟しないと味がのってきません。 

 トマトは完熟でないと とか、南瓜は完熟でないと とか、  

そういう割には完熟前に収穫することが当たり前になっている野菜が多いと思います。 

 南瓜も完熟度は種の成育具合を見て判断することが通常です。 

 つまり、種が出来るということは、次世代に引き継ぐという事で、 

親として役目を果たしたという事になります。 

 これが、完熟なのだと思います。 



 

ズッキーニも、大きくなりますが、完熟までもって行くと、本来の甘みが出て来ます。 

パスタに乗っているズッキーニの太さは、 

目玉焼きの大きさと比較して頂ければ分かりやすいのではないかと思います。 

ナスも同様で、もっと大きくすれば、トロトロの蕩けるような果肉になり、 

焼きナスなんて絶品です。 

どこかで、八百屋の常識が狂ってしまったんだと思います。 

  

そんな話しを今年の春、『甘さきわだつシリーズ』 のそら豆・スナップエンドウ・いんげんの農家、 

鎌田さんと、風土の濱口さんと三人でしていました。 

次の冬には、この白菜・キャベツを流通させたいと考えています。 

三人で、美味しい野菜を販売するために、根底から考え直す機会だと話しが一致しました。 

ユーザーの皆さんに、野菜の本当の美味しさをもっと伝えたいと思います。 

 

 

・山形県 特別栽培 遠藤さんの行者菜 

 



みなさん行者菜は御存じでしょうか。 

恥ずかしながら私は青果に携わるようになるまで、全く馴染みがありませんでした。 

栽培から収穫まで数年を要し、収穫期間が短い行者にんにくとニラを掛け合わせたのもが、

行者菜になります。 

この行者菜は山形県長井市では特産品となっております。 

栄養価も豊富で、ニラと比較しますと、ビタミン A と B1は 15％、葉酸は 20％も多く含んで

おります。 

食べて美味しい、健康増進も期待大の行者菜！ 

 

今年はマスク熱中症がかなり危険視され、昨日のテレビでは、サーモグラフィで実験したことろ、

屋外でのマスクの中は 35～40℃にもなっているそうです… 

栄養価の高い食材を食べ、健康増進です。 

 

食べかたは、ニラと同様に多様出来ますが、私は、麺類、カレーが大好きなので、スパゲティ

やカレーチャーハンがおススメです。 

 

そして今年からは念願の特別栽培に出来るようになりました！(有安) 

 

・いいハンコが出来ました 

おおよそ、このサイズが原寸です。 

今まで、納品書在中のハンコが見づらくて、 



お客様から、『 納品書が入っていない 』 との連絡を頂いていました。 

押しているのですが、なかなか目立つように押せませんでした。 

そこでシンプルに 『 納 』 の一文字だけのシャチハタを作ろうと言ったところ、 

『 それなら、枠線無しにすれば良いのではないか 』 と意見が出ました。 

全員、ハッと気づいて 『 それは良い 』 となりました。 

何故なら、枠線が着くとそこに圧が掛かり、中心が印字されにくいと誰しも感じていたからです。 

 それは良いアイデアだと、それならプリントされた段ボールにも目立つように、『 2 色作ろう 』 

と景気の良い話にしましたが、 

 枠線が無いシャチハタは特注中の特注で、えらい高い価格の見積もりが来ました。 

 でも、これでお客さまも私たちもストレスが軽減できるなら安い物です。 

 この印字のある箱に納品書が入っていますので、よろしくお願い致します。 

 

・終了商品案内 

・長崎県産特別栽培パンナメロン 

・長崎県産特別栽培タカミメロン 

・北海道産和田さんのメークイン 

・長崎県産特別栽培なんぶ新玉ねぎ 

・淡路島産伊吹さんのホワイト玉ねぎ M サイズ 

・鹿児島県産有機栽培地球畑らっきょう 

・宮崎県産特別栽培風土の土付きラッキョウ 

 

 

それでは、今週も御注文の程、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

有限会社アルファー 

吉田清一郎 

 


